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近
江
両
人

活
躍
に

て

..... ) 

U、

。〉

戸右
目

野

耳目

矛日

太

緒

= 日

世
に
「
逗
江
泥
坊
伊
勢
乞
従
」
t
い
ふ
諺
が
ゐ
る
。
何
時
頃

hrι
言
ひ
始
め
ら
れ
た
か
は
分
ら
な
レ
が
、
此
の
諺

は
似
川
時
代
殊
に
其
川
末
期
岡
田
L
専
ら
一
百
ぴ
鮒
ら
さ
れ
た
も

ωω
ゃ
う
で
あ
る
。
而

Lτ
此
の
諺
は
勿
論
近
江
及

び
伊
勢
出
身
の
商
人
山
人
情
を
一
百
ひ
現
は
し
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
叉
同
時
に
徳
川
時
代
に
於
て
、
近
江
及
び
伊
勢

出
の
商
人
が
商
業
活
動
上
仁
雄
飛
し
て
居
た
ビ
い
ふ
ニ

E
を
も
指
示
L
て
居
品
。
郎
丸
近
江
泥
坊
ご
い
ふ
悪
口
が

世
に
流
布
す
る
に
至
っ
た
り
は
、
近
江
山
内
商
人
が
他
国
の
商
人
ご
比
駿
し
て
特
に
優
れ
た
駄
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
近
江
出
山
商
人
が
他
岡
市
川
人
の
到
底
追
随
f

得
な
い
情
胞
を
は
し
た
が
故
に
、
喬
水
風
に
妨

ま
れ
る
の
智
仁
洩
れ
A
Y
、
世
人
よ
り
怨
表
さ
れ
て
か
、
、
円
。
悪
日
M
r

言
ひ
胸
ら
苫
れ
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
。
叉
近

江
出
的
商
人
を
特
に
「
近
江
市
川
人
」
ご
斡
し
て
居
る
こ
ご
も
、
延
江
出
川
商
人
一
炉
他
国
向
人
に
比
l
て
傑
出
し
て
居

詑

苑

近
江
商
人
白
活
躍
に
9
い
て

第
二
十
凡
巻

λ
五
九

部
山
内
観

五
九

事庄博士近世封建組消大僻書 J227-8民横井博士日本商業史 204-5頁
批宮田町究 17頁



苗t

苑

第
二
寸
人
審

第
六
批

，、。

近
江
間
入
山
知
限
に
ワ
い
て

λ
大

O

た
-
て
こ
を
説
明
し
て
居
る
。
然
ら
ば
近
江
前
人
は
他
倒
的
商
人
に
比
し
て
如
何
に
傑
山
し
て
陪
た
か
。

之
に
就
い

て
詳
細
仁
世
に
紹
介
古
れ
に
論
著

μ
歪
つ

τ少い
1

0

今
近
江
市
川
人
が
徳
川
時
代
純
情
活
動
上
仁

ιし
た
事
蹟
ド
閥

す
る
研
究
の

一
端
を
左
に
設
述
し
よ
う
。

一一
近
江
商
人
三
商
業

我
凶
mu
商
業
が
特
仁
俊
述
し
始
め
た
の
は
似
川
時
代
砿
仁
共
の
中
頃
以
後
で
あ

ι。
此
の
時
代
は
刑
制
〈
鉱
貨
の

使
刈
が
み
ム
闘
一
般
仁
普
及

L
Jし、

日
赤
人
山
総
新
生
活
が
安
抑
制
f
f
以
rL
品
』
目
的
本
引
に
な
す
I
T
2
内

k
凶
引
で
め
っ

k

わんめ、

商
業
も
亦
大
仁
畿
落
し

τ、
近
代
的
の
形
践
を
椅
よ
る
仁
歪
っ
た
。

従
来
的
商
業
は
主
、
ピ

L
T商
人
ピ
生

産
者
、

或
は
叉
商
人
ピ
消
費
者
ピ
の
聞
に
行
は
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

徳
川
心
中
頃
よ
わ
以
前
九

-E附
人
正

の
聞
の
取
引
が
行
は
れ
る
仁
至
っ
た
。

従
つ

τ北
(
的
取
引
範
囲
郎
も
市
場
は
蹴
大
さ
れ
1
企
図
的

ピ
な
り
、
問

尿
、
仲
良
、
小
寅
商
等
の
機
関
も
同
時
に
後
達
し

τ、

に
至
っ
た
。

生
産
者
ご
消
技
者
さ
の
問
に
制
々
な
る
仲
介
者
を
生
す
る

我
図
の
商
業
が
、
か
〈
の
如
〈
近
代
的
に
畿
展
ゼ
し
時
に
、
所
前
近
江
商
人
が
大
活
躍
を
な
し
た
の
で
ゐ
る
。

嘗
時
商
業

ω中
心
地
は
大
阪
で
あ
っ
て
、
大
阪
を
中
心
ご
し
て
商
品
は
全
国
的
に
流
通
し
て
居
た
U

然
る
に
北
一
の

大
阪
に
於
け
る
商
業
を
見
る
に
、
嘗
時
殆
ん
H

と
総
べ
て
の
商
取
引
に
近
江
商
人
が
関
係
し
て
居
品
。
延
江
市
間
人
が

大
阪
の
商
業
界
じ
如
何
に
活
躍
し
花
炉
は
、
大
阪
市
史

ω至
る
所
に
於
て
、
延
江
屋
己
い
ム
屋
鋭
を
有
す
る
商
人

の
こ
正
が
載
せ
ら
れ
て
居
る
唱
』
ご
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
延
江
屋
ご
い
ふ
屋
鋭
を
有
す
る
商
人
は
言
ふ
迄
も
な

本庄博士近世封建d上官。研究 26民
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〈
悉
く
近
江
商
人
で
ゐ
る
。
幕
末
の
頃
大
阪
の
本
町
に
於
て
は
近
江
商
人
が
軒
を
挫
ぺ
て
大
庖
舗
を
有
し
た
=
い

は
れ
て
居
る
。

大
阪
に
次
い
で
商
業
の
唯
に
行
は
れ
た
ご
-
」
ろ
の
江
戸
、

京
都
及
び
名
古
尾
等
に
於
て
も
近
江
商
人
が
主
ご
し

て
共
的
商
業
上
に
活
躍
し
た
の
で
あ
り

τ.
並
お
商
取
引
の
中
心
地
で
あ
る
江
戸
川
凶
日
本
版
通
町
、

京
都
の
三
保

通
じ
は
各
々
近
江
商
人
的
一
応
舗
が
挫
列
し

τ居
た
。
賞
際
日
本
紙
の
草
分
は
、
今
日
向
も
雄
大
仁
笹
業

L
て
居
る

西
川
、
件
等
山
近
江
市
間
人
で
あ
っ
た
。
嘗
附
江
戸
の
商
人
に
近
江
商
人
が
多
か
っ
允
ニ
己
は
唱

ー
も
怨
像
苫
れ
る
。

次
山
記
事
に
よ
っ

『
一
世
制
引
地
の
附
入
村
、
多
分
紅
白

.
V刷皆、

-r
判
開
よ
り
川
し
h

明
書
し
口
県
内
一
-
一
何
J

H
州
た
る
に
は
さ
の
み
大
分
肌

t
山
鼎
ざ
り
し
げ
如
、
近

江
、
伊
勢
よ
り
山
た
る
は
、
都
〈
身
上
を
拙
へ
て
、
今
近
れ
日
位
、
伊
勢
um
と
い
へ
る
日
H
.

附
特
、
刑
μ
且
由
翻
幸
一
{
あ
り
て
、
本
山
山
山
一
家
一
門
連

ヱ
常
ヘ
行
、
戒
は
江
戸
は
山
版
に
成

L
、
北
山
河
は
本
酬
に
住
居
し
て
、
手
も
刊
仰
さ

f
年
々
江
戸
よ
り
大
企
を
取
込
な
り
』
。

江
戸
に
於

τは
近
江
市
間
人
主
伊
勢
商
人
ど
は
殆
ん
ど
同
等
に
活
躍
し
た
が
、
伊
勢
商
人
は
惟
江
戸
に
於
て
の
み

活
躍
L
花
仁
す
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に
近
江
商
人
は
昔
に
江
戸
に
於

τの
み
な
ら
中
前
に
述
べ
し
如
く
我
悶
第
一

の
商
業
地
花
る
大
阪
は
勿
論
其
的
他
全
岡
至
る
所
に
於
て
活
路
L
花
。
卸
も
北
は
未
だ
岡
山
仙
の
充
分
に
及
ば
な
い
u

蝦
夷
地
よ
り
，
両
は
他
図
人
の
入
闘
を
禁
止

L
た
薩
摩
.
土
佐
仁
迄
議
〈
跡
布
.
呉
服
知
を
持
下
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
其
の
他
各
都
市
の
大
商
人
中
仁
は
近
江
出
の
者
が
多
か
っ
た
。
近
江
商
人
が
都
市
的
後
述
、
郎
も
共
の
都
市

に
於
け
る
商
業
的
繁
栄
仁
貢
献
す
る
所
が
少
〈
な
か
っ
に
こ
ご
は
、
名
古
起
に
閲
す
る
一
事
何
仁
ょ
っ

τ之
を
推

定
す
る
ニ
ご
が
出
来
る
。
帥
も
嘉
氷
二
年
八
幡
町
山
領
主
た
る
足
州
世
間
よ
り
第
二
岡
山
御
用
金
正
し
て
調
建
議
り

誕

第
二
十
八
巻

接

抗

苑

近
江
商
人
の
前
離
に
つ
い
て

八
六

伴家主主JH日本橋附近山地岡}
世事見聞鵡 Ify6j.'I
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設

苑

第
二
十
八
巻

近
江
商
人
の
活
捕
に
つ
い
て

第
六
掠

凡
大

ヲミ

成
立
を
命
せ
ら
れ
た
時
、
其
内
成
立
意
り
如
〈
な
ら
す
、
殊
に
紳
崎
都
品
現
金
川
外
村
典
左
衛
門
は
再
三
そ
れ
に
加

入
す
ぺ
(
交
渉
苫
れ
た
が
、
断
然
之
↑
短
絡
し
た
c

北
(
り
結
川
端
、
取
故
人
は
共

ω講
山
り
不
成
立
に
就
い

τω
理
由

書
金
尾
州
諸
に
巾
迩
ぜ

F
る
を
得
広
る
に
至
っ
た
が
、
共
内
ふ
背
中
に
、
近
江
商
人
ご
名
古
扇

ω
繁
栄
正

ω閥
係

er

知
る
べ
き
文
言
が
ゐ
る
G

そ
れ
は
次
の
知
く
で
ゐ
る
o

『
外
村
奥
左
衛
門
伴
市
此
兵
備
口
上
之
佐
高

比
ほ
州
州
諸
拙
右

4
4刊
、
被
仰
u
n
M帆

ι付
き
私
共
よ
り
明
叫
A

甘
仕
倣
慮
、
有
山
町
耐
川
始
的
市
山
此
町
内
耐
U

品
川
九
刊
に
は
、
制
識
の
偶
者
何
方
様
よ
り
中
被
附
悦

て
も
私
方
単
凪
に
て
加
人
之
儀
御
断
巾
上
候
、
仙
文
仰
論
家
様
品
川
に
制
大
名
様
へ
金
飢
貸
付
制
組
之
併
も
赴
又
家
内
法
度
に
て
御
断
中
上
快
ー
ー
ー

ー
御
融
御
断
中
上
候
上
は
外
村
民
ド
弘
樹
門
も
名
古
制
御
府
内
ヘ
山
内
制
諮
問
。
俄
は
元
よ
り
抱
情
に
御
臨
位
、
有
に
刊
此
興
主
蜘
円
立
入
不
申
義
川
柳

成
候
H
V
品
々
江
州
趨
O

耐
人
誌
も
立
入
人
白
熱
子
引
山
少
〈
利
山
間
航
は
い
h

足
洲
名
古
川
血
者
吋
及
京
似
哉
ル
」
梓
候
な

E
中
川
砂
致
方
も
舗
仰
睦
伺
告
に
車
中

存
候
|
|
』
。

以
上
に
よ
っ
て
近
江
商
人
が
徳
川
時
代
り
中
頃
以
後
全
国
各
地
に
行
商
し
・
或
は
又
共

ω地
に
応
舗
を
出
し

て
、
会
倒
的
に
商
取
引
を
な
ぜ

L
ニ
正
.
か
明
正
な
つ
に
。
由
且
品
川
側
之
我
岡

ω
商
業
か
近
代
的
な
畿
媒
を
遂
げ
た
誕

百
に
は
・
近
江
商
人
山
活
動
が
興
っ
て
大
じ
カ
が
ゐ
っ
た
ヨ
』
ご
が
分
る
o

恐
ら
(
近
江
市
人
的
活
動
が
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
我
闘
の
商
業
以
徳
川
時
代
に
ゐ
れ
税
的
畿
艇
を
遂
げ
得
な
か
っ
た
で
ゐ
ら
う
。

而
し
て
商
業
界
に
活
回
附
し
た
近
江
商
人
は
.
近
江
川
り
到
る
所
よ
り
出
で
た
の
で
は
な
〈
、
主
と
し
て
、
八
幡
、

日
野
・
五
筒
症
・
愛
知
郡

ω所
々
・
高
官
‘
彦
松
、
長
拙
同
等
か
ら
出
1
居
品
。
最
も
早
〈
活
動

L
た

ω
は
、
八
嶋

出
の
商
人
で
ゐ
る
が
、
北
山

ω八
幡
仙

ω近
江
商
人
が
如
何
に
活
躍
し
た
か
は
、
岡
田
文
闘
の
「
入
幡
誌
」
に
よ
っ
て

近経文三郎江州商人同意気(太湖第三十三硯)5) 



之
を
臨
調
っ
て
み
よ
う
o

日
:

『
其
前
提
山
副
大
流
泊
な
る
事
は
司
闘
は
長
崎
陛
摩
‘
聴
は
商
部
枠
制
は
云
に
不

A
.
松
前
箱
加
蝦

4
地
造
も
行
渡
り
、
或
は
闘
々
に
山
胞
を
山

L
、

共
仕
訟
備
は
闘
産
は
申
に
不
払
品
、
京
都
大
肱
四
回
筋
-
功

或
位
梅
齢
誕
清
純
掠
1
て
大
制
止
替
む
事
、
誠
に
諸
闘
前
人
心
敢
て
及
t

蕗
に
あ
ら
ず

名
匝
を
脱
陶
へ
持
下
り
、
刷
路
に
は
仙
轟
持
地
、
下
回
結
拙
縞
、
問
調
和
花
、
近
代
拙
行
す
る
上
州
制
生
謹
酬
刷
物
割
、
共
M

什
一
向
仙
の
昆
布
、
魁
由
子

組

E
日
制
位
以
り
て
止
州
削
闘
部
へ
制
す
る
事
、
大
引
掛
た
る
交
易
な
り
、
か
、
A

る
故
に
北
ハ
制
分
「
ヒ
サ
ゴ
」
の
子
を
生
ず
る
如
し
、
北
山
以
γ
ん
を
時
る
に
金

に
ア
フ

Z
鰍
人
に
ア
フ
ミ
鰍
L
O

近
江
商
人
は
菅
仁
内
地
商
業
上
に
活
躍

L
た
の
み
な
ら
中
外
凶
貿
易
上
に
於
て
も
活
動
し
た
υ

寛
永
年
聞
に
朱

印
船
を
出
し
た
西
村
太
郎
右
術
門
、
岡
地
川
柳
兵
術
は
八
幡
の
川
身
で
あ
っ
て
、
前
者
は
安
附
に
‘
役
者
は
退
維
に

行
っ
た
者
で
あ
る
。
術
安
中
間
貿
易
に
榊
崎
郡
の
小
幡
市
間
人
が
何
等
炉
開
係
し

τ層
化
こ
ご
は
.
次
山
一
事
項
じ
よ
っ

て
想
像
さ
れ
る
。
卸
も
朱
印
船
を
出
し
た
角
倉
刷
用
一
よ
り
安
閑
貿
易
に
闘
し

τ安
岡
凶
に
迭
っ
た
正
二
ろ
的
文
背

並
仁
永
砕
六
年
(
安
川
の
年
就
で
・
我
寛
、
氷
一
克
年
じ
賞
る
)
り
日
附
り
ゐ
る
安
市
よ

b
山
修
好
文
書
が
刊
附
郡
北
五

筒
荘
村
小
幡
り
正
眼
寺
に
所
臓
苫
れ
て
居
り
、
叉
品
川
倉
斜
一
的
朱
印
舶
を
歌
っ
た
と
邸
は
れ
る
子
守
歌
が
今
b
倫

岡
地
方
で
歌
は
れ
工
居
る
。
徳
川
家
光
が
若

L
海
外
渡
航
を
禁
止
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
〈
延
江
か
ら
多
数

の
貿
易
商
人
が
輩
出
し
た
-
』
ピ
で
あ
っ
た
に
ら
う
。

延
江
商
人
が
貿
易
商
人
ご

L
て
活
躍
し
た
ニ
ピ
は
、
徳
川
的
初
矧
頃
伊
ら
始
ま
っ
た
的
で
は
な
く
て
、
阪
ド
足

利
時
代
hr
ら
支
那
又
は
南
洋
方
面
に
渡
航
し
し
居
た
の
で
ゐ
る
。
之
に
就
い
て
は
直
接
的
川
資
料
を
依
「
が
、
賞

時
延
江
商
人
が
嘗
仙
川
の
貿
易
港
だ
り
し
堺
で
後
日
止
し
f
L
居
た
ヨ
}
言
及
び
支
那
方
面
へ
渡
航
し
て
居
た
ニ
ど
は
、
今

詑

宛

第
二
十
人
各

近
江
商
人
白
活
躍
に
ワ
い
て

入
六
E

第
六
蹴

大崎企造角書船(制1崎郡J止制上告 1103-7瓜}s) 



五宜

苑

近
江
市
人
由
洞
障
に
ヲ
い
て

，、
凹

第
二
十
ヘ
巻

八
六
四

第
六
担

日
向
侍
っ
て
居
生
同
ひ
踊
'
り
歌
に
よ
っ
て
怨
像
さ
れ
る
。
叉
挺
腿
年
中
浦
生
郡
東
川
間
谷
村
中
の
郷
炭
山

ω丘
上
よ

b
多
数
の
支
那
伎
が
俊
見
さ
れ
た
F

}

己
及
び
進
一
頁
般
に
乗
っ
て
貿
易
に
従
叫
し
た
五
山
の
俄
正
、
佐
久
丸
谷
の
城

主
た
り
し
小
食
山
本
己
的
閥
仙
閥
係
川
り
密
使
与
る
ニ
正
等
か
ら
推
し

τ‘
返
江
商
人
が
阪
に
足
利
時
代
h
r

ら
雌
に
一
件

外
へ
渡
航
し
て
居
た
一
}
ご
が
分
る
。

我
闘
の
向
薬
が
、
遊
山
に
於
て
図
の
内
外
を
論
告
十
、
大
俊
腿
を
な
せ

L
こ
ど
に
就
い
て
、
延
江
市
間
人
の
関
処

す
る
所
頗
る
大
な
り
し
こ
古
は
以
上
に
よ
っ
工
も
明
h
r

で
ゐ
品
。
一
苅
来
延
江
市
間
人
は
上
古
よ
り
商
業
上
に
活
躍
し

た
の
で
あ
る
が
、
近
江
南
人
ご
し
て
の
特
色
を
後
附
押
し
た
り
は
、
貨
幣
経
済
的
普
及
し
た
徳
川
時
代
的
中
頃
以
後

の
こ
正
呼
ゐ
る
一
従
っ
て
近
江
市
人
は
我
闘
の
経
隣
が
土
地
経
憐
よ
り
貨
併
縦
演
に
進
脱
し
て
所
説
寸
金
的
監

ω

中
」
さ
な
る
に
就
い
工
、
又
支
配
階
級
が
武
士
階
級
よ
り
町
人
階
級
に
移
る
に
就
い

τ、
大
じ
貢
献
し
た
の
で
ゐ

る
o 

近
江
商
人
三
工
業

我
闘
の
工
業
も
商
業
己
同
じ
〈
徳
川
の
中
間
間
か
ら
畿
遣
し
た
の
で
ゐ
っ
て
、
北
(
の
組
織
も
漸
〈
手
工
業
か
ら
家

内
工
業
へ
さ
進
展
し
、
中
に
は
資
本
的
的
経
相
官
も
現
は
れ
て
、
商
品
生
産
が
大
に
興
る
に
至
っ
た
。
一
冗
来
工
業
が

未
だ
子
工
築
時
代
に
め
る
附
に
は
、
共
の
管
業
が
小
規
模
で
あ
る
た
め
、
共
蕗
に
商
人
の
介
在
す
る
伶
地
は
殆
ん

ど
ゐ
り
待
な
い
o

然
る
に
工
業
が
畿
反
し
て
家
内
工
業
時
代
仁
準
め
ば
、
共
の
工
業
に
必
要
な
原
料
を
仕
入
れ
、

或
は
叉
其
の
生
産

L
允
る
商
品
を
版
資
す
る
に
就
レ
て
、
是
非
共
商
人
の
仲
介
に
よ
ら
5
る
を
得
な
い
-
』
Z
に
な

'1'川永三明治と近記肉入(荷車郡志笹li7II-Sm 
1111柿近江尚人白起源{組滅菌議第三十六答集プ、白血)
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る
。
印
ち
家
内
工
業
組
械
に
法
的
ば
、
共
の
規
模
大
ご
な
る
た
め
、
従
来
の
如
き
小
飽
凶
内
に
於

τは
、
原
料
の

仕
入
メ
は
生
産
ロ
仰
の
販
一
況
を
完
全
に
行
ム
こ
さ
が
出
来
な
く
な
れ

Jτ
、
絡
に
か
、
品
事
に
就
い
て
一
居
間
腕
大
な
る

知
識
を
布
す
る
商
人
に
兵
の
援
助
を
訴
へ

F
る
守
得
な
く
な

h
・
ヌ
大
規
模
で
工
業
生
産
が
行
は
れ
る
-
』
正
に
な

れ
ば
、
勢
ひ
大
資
本
を
要
す
る
こ
己
に
な
る
の
で
ゐ
る
が
、
一
克
来
製
治
工
業
人
に
は
夫
穏
大
な
る
資
本
を
有
せ

5

る
た
め
、
北
(
の
資
金
も
尚
人
よ
り
俗
ら

F
る
を
得
な
い
こ
ご
に
な
る
。
近
江
商
人
は
始
時
其
の
商
才
に
よ
っ
て
、

製
池
工
業
人
じ
原
料
を
供
給
し
た
り
、
又
は
共
の
製
品
の
版
真
に
従
事
し
、
或
は
又
其

ω擁
し
た
る
資
本
を
製
治

工
業
人
に
貸
附
げ
正
、
間
接
に
エ
業
に
閥
係
を
宿
し
た
む
然
る
に
一
返
済
制
限
}
し
製
池
工
業
人
よ
b
貸
附
金
の
援
協
酬

を
受
り
な
か
っ
た
時
に
は
、
己
む
を
符
す
自
ら
共
の
工
業
に
参
加
せ
さ
る
を
得
な
い
こ
ご
に
な
っ
た
。
か
く
の
如

き
経
過
を
経

τ・
近
江
市
人
は
我
凶
り
工
業
に
も
側
係
す
こ
己
に
な
っ
た
が
、
又
共
の
資
力
の
大
な
る
た
め
、
共

の
工
業
り
品
目
成
を
大
に
促
す
に
去
っ
た
。
而
し
て
又
近
江
商
人
で
工
業
に
従
事
し
た
者
は
、
主
ご
し
て
大
資
本
を

要
し
た
工
業
、
例
へ
ば
麟
諮
業
等
に
従
事
し
た
で
ゐ
っ
て
、
殊
に
聞
東
方
面
に
於
げ
る
醜
池
業
は
殆
ん
Y
」
近
江

商
人
の
経
倍
す
る
所
で
ゐ
っ
た
。

而
し
て
近
江
市
間
人
で
工
業
方
面
に
活
動
し
た
者
は
、
主
ご
し
て
日
野
山
の
商
人
で
あ
る
o

日
野
は
一
元
来
工
業
の

盛
ん
で
あ
っ
た
土
地
で
ゐ
っ
て
、
日
野
商
人
は
始
め
日
野
に
於
1
生
産
せ
ら
れ
た
檎
物
卸
も
柏
崎
明
怖
を
伊
勢
方
面
か

ら
中
仙
道
筋
に
行
商
L
た
。
然

L
此

ω
楼
務
所
調
H
野
椀
の
販
貰
も
貞
享
、
元
械
を
其
の
最
盛
期
芭
な

L
、
爾
家

並
(
の
需
M
r
激
減
し
た
が
、
彼
の
曾
津
名
産
の
品
目
沖
塗
・
信
州
飯
田
的
燦
総
・
名
古
屋

ω青
貝
塗
等
は
皆
日
野
商
人

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
c

説

苑

手

第
二
寸
八
番

近
江
商
人
白
活
躍
に
つ
い
て

入
六
五

銀
山
ハ
掛

日野商人回目畿通牧野fii之副J巾川車三日野商人<ll~生郡志巻五 7B4頁)、
(盛史と地理第二十二容)
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設

現E

託
江
山
間
人
の
問
躍
に
つ
い

τ

第
二
十

λ
笹

E

、、、

F
Jノ
プ

部
大
概

ノ、
~. 

，> 

一
苅
蔽
以
後
日
野
市
川
人
の
行
商
品
ご
し

τ重
要
ご
な
っ
h

い
も
の
は
貰
柴
で
あ
っ
て
、
正
野
玄
三
に
よ
っ
て
調
製
さ

れ
た
戚
隙
九
其
の
他

ω諸
氏
楽
の
版
資
は
、
忽
ち
に
[
て
雄
名
ぞ
憎
し
、
北
(ω
結
川
市
正
し
て
従
来
山
波
探
雌
子
新
聞

の
行
向
よ
ム
リ
鴨
業
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
。
か
く
し
て
寅
柴
の
製
造
販
買
に
従
事
す
る
者
増
加
し
た
結
果
、
組
合

規
約
の
必
要
を
生
じ
、
叉
多
数
同
業
者
中
に
は
不
正
栄
を
販
貞
L
I
昨
人
を
品
川
〈
者
も
生

ιた
る
た
め
、
絡
に
不

正
統
領
を
停
止
せ
し
h
u

る
規
約
を
設
定
す
る
必
要
を
生
じ
た
。
・
活
保
三
年
正
月
の
規
約
及
び
同
年
四
月
領
主
の
那

奉
行
に
出
し
た
論
沓
に
漣
名

L
花
貞
築
業
者
内
放
は
貨
に
百
名
以
上
に
も
注

L
て
日
出
る
。

立
(
の
後
日
野
商
人
は
漆
堺
、
資
柴
の
行
尚
以
外
に
時
勢
の
推
移
に
よ
り
て
諸
柿
の
商
業
を
創
め
て
、
議
凶
に
庄

舗
を
有
守
る
に
至
っ
た
が
、
前
に
逃
ぺ
し
経
池
に
よ
っ
て
、
而
か
も
主

E
L
て
閥
来
地
方
仁
於

t
駿
治
業
に
従

事
す
る
に
去
っ
た
。
今
札
一
位
的
事
例
セ
仙
川
L
τ
見
る
吉
、
高
井
作
右
衛
門
が
聞
東
に
行
商
し
て
後
、
上
野
藤
岡

に
醸
泣
業
を
初
め
た

ω♂
は
一
克
丈
の
頃
で
ゐ
り
、
島
崎
善
兵
術
が
下
野
鳥
山
に
酒
製
誌
や
」
始
め
た
の
は
W
H
H
世
元
年
で

九
る
Q

更
に
竹
村
茂
兵
術
は
出
H
M
畑
中
下
野
谷
同
日
出
に
持
酒
蹴
誌
を
始
め
、
矢
μ

厄
喜
兵
衛
も
同
じ
頃
武
蔵
大
宮
に
腺

造
業
を
畿
み
ー
鈴
木
忠
右
衛
門
は
延
資
元
年
上
野
境
に
耐
階
建
業
を
始
的
役
武
蔵
行
聞
及
び
熊
谷
に
も
其
の
支
出
仙
を

出

L
、
山
勝
附
山
市
兵
術
は
享
保
中
上
野
山
地
石
に
眼
浩
正
治
を
始
め
、
岡
山
市
一
郎
は
明
和
以
後
上
野
綱
取
、
下
野
佐
野
、

上
野
大
間
々
等
に
臨
港
業
を
借
1
0
.

外
地
平
兵
術
以
下
野
馬
断
、
常
時
部
重
大
子
、
江
戸
等
に
醸
遺
業
を
聞
き
、

久
田
武
一
φ
は
武
蔵
児
玉
に
ー
同
同
裁
は
武
減
効
巣
、
強
木
、
児
玉
及
び
宇
都
宮
に
臨
池
応
を
開
き
、
杉
押
印
五
卒
は

取
手
に
酢
醸
誌
を
始
め
て
関
東
第
一
蹴
山
名
を
博
す
る
に
至
っ
た
。
真
に
中
島
品
川
布
衡
問
は
甲
斐
，

m部
に
、
野
回

六
友
術
門
は
上
野
放
具
に
・
版
造
業
を
創
め

τ‘
何
れ
も
成
功
し
、
山
中
E
士
日
は
駿
一
川
大
間
及
び
大
宮
に
一
蹴
芯
業
を

中川民三和H陥杏(798.807以)3) 
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替
ん
に
。
兎
に
角
関
東
地
方
に
於
て
醸
造
業
に
従
事
し
た
近
江
市
問
人
が
如
何
に
多
数
で
あ
っ
た
か
は
‘
幕
末
各
地

に
於

τ布
し
た
臨
池
山
山
J

数
に
よ
っ
て
之
を
知
る
こ
古
が
出
来
る
。

以
上
に
よ
っ
て
近
江
尚
人
が
殊
に
大
資
本
を
M
I
f

る
工
業
に
従
事
し
た
こ
之
を
明
に
し
た
が
.
之
に
よ
っ

τ我

凶

ω工
業
が
手
工
業
よ
り
家
内
工
業
に
、
小
規
税
総
持
よ
h
大
規
模
純
縫
い
准
脱
す
る
に
就
い
て
、
近
江
市
人
内

活
動
じ
侠
っ
た
所

ωも
ω
の
砂
少
で
な
か
っ
た
こ
ご
が
推
測
さ
れ
る
。
印
も
近
江
市
人
が
我
凶
ゆ
工
業

ω後
退
に

指
し
た
事
総
の
甚
に
大
で
あ
っ
た
一
』
ご
は
之
を
戦
糊
す
る
』
L

ご
が
山
来
な
い
課
け
で
あ
る
o

四

荘
一
江
商
人
ご
北
海
道
間
後

蝦
夷
ぽ
に
於

τは
米
を
産
し
な
か
っ
た
、
的
、
松
前
氏
は
他
務
ご
臭
っ
て
務
士
に
給
地
し
た
ο
之
を
支
配
階
持

或
は
場
所
持
古
稀
し
て
・
胡
米
収
よ
り
も
曾
敬
せ
ら
れ
る
を
常
己
し
た
。
印
も
松
前
氏
は
蝦
東
地
を
数
多
山
場
所

に
・
机
剖
し
て
之
を
家
中
に
給
し
た
の
で
ゐ
つ

τ、
器
開
士
は
け

(ω
場
所
い
於
て
主
ご
し
て
蝦
夷
ご
交
易
し
、
共
山
り
利

潤
仁
よ
っ
て
共
の
生
計
官
支
持
し
た
。
而
し
て
其
の
交
易
仁
は
代
理
4
4
4
智
治
!
、
又
は
共
の
場
所
の
知
行
宇
一
自
ら

赴

ν
允
が
、
闘
よ
り
か
、
土
交
坊
に
不
慣
れ
の
者
で
ゐ
っ
た
、
め
、
知
行
主
は
自
ら
交
易
を
行
は
守
し
て
、
之
を

商
人
仁
諭
負
は
し
め
、
坐
し
て
料
金
を
般
得
す
る
こ
正
、
な

h
、
戒
は
尚
人
に
債
務
を
負
ひ

t
返
泌
l
得
F
る
粕

川
端
、
場
所
交
易
を
商
人
仁
託
し
て
、
北
(
の
料
金
を
以

τ其
山
町
偵
務
的
償
却
に
嘗

τる
こ
ピ
、
な
っ
た
。
此
山
川
市
人

を
請
負
人
、
料
金
を
辿
上
金
、
交
易
所
を
謹
上
所
E
稀
し
花
。
静
岡
附
如
何
に

L
て
商
人
が
場
所
諦
負
人
ご
な
っ
た

か
は
、
事
保
二
年
に
著
は
色
れ
た
「
松
前
蝦
夷
記
」
仁
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
o
郎
も
臼
〈

自t

?~ 

か
二
十

λ
笹

近
江
商
人
内
川
躍
に
つ
い
て

λ
武
士

ヨ
プ
班

，、
七

牧町信之助，'jl自由、やi耳目北底辺"肉入
巾川島三 ml'生前i人山山去(:iliリ叫;ι告-If.8SI-Sfjn:n 
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司t

誠
二
十
八
合

ノ、
J、

八
六
八

5
4
、E

ム
ヨ
プ
制
動

苑

近
江
両
人
の
泊
躍
に
ワ
い
て

『
眠
刃
地
山
内
、
大
十
一
随
所
、
山
瓦
巾
給
分
代
に
叫
し
出
場
所
市
F
」
似
え

R
d
h
、
一
山
人
よ
リ
牧
納
雌
一
之
、
銘
々
主
リ
克
人
に
向
山
叩
帥
料
品
量
、
般
に
て

差
越
.
雑
拍
掛
い
た

L
中
供
て
、
北
ハ
別
企
取
計

ω
よ
し
。
併
近
年
出
物
峨
山
均
地
平
山
ゆ
へ
に
、
少
〈
舶
駐
在
遣
は
し
悦
え

E
も
、
損
毛
訂
山
燕
巾
幌
、

山
車
中
申
告
、
少
々
宛
寄
ム
同
船
に
て
藷
泣
中
航
u

尤
山
人
舶
に
て
誕

I
金
を
取
り
、
共
場
所
相
践
し
中
も
市
之
供
。
依
之
屯
年
家
中
岡
山
引
の
よ
し
』
。

而
し
'
J
山
の
詰
負
人
は
知
行
主
よ
り
も
倍
利
に
機
敏
で
あ
っ
た
、
め
、
北

(ω
建
物
の
増
加
を
計
っ
て
利
得
せ
ん

己
し
た
の
で
あ
っ
て
、
共
の
手
段
ご

Lτ
蝦
実
に
漁
法
を
激
へ
、
戒
は
蝦
夷
b
d
使
役

L
て
漁
業
ef
営
み
、
或
は
水

産
製
訟
を
改
良
し
、
後
に
は
和
人
を
交
へ

τ漁
業
を
帥
昨
日
み
.
北
(
m
w

結
果
ご
し

τ北
出
港
凶
漁
業
以
大
に
畿
達

L

た
。
然
る
に
此
の
場
所
請
負
人
己
な
っ

k
商
人
の
多
〈
は
、
近
江
商
人
で
あ
勺
た
の
で
あ
る
。

初
め
松
前
山
り
人
民
は
諸
凶
よ
b
移
住
せ
し
岩
若
〈
は
共
の
子
孫
で
あ
っ

τ‘
就
中
奥
羽
地
方
的
者
が
多
か
っ

た
。
然
し
乍
ら
H(
の
資
力
の
乏

L
か
う
た
、
め
、
志
内
業
従
連
せ
守
、
商
業
も
亦
他
国
的
船
舶

ω
来
る
を
待
っ
て
行

は
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
天
正
、
鹿
長

ω頃
よ
り
近
江
商
人
の
来
る
に
及
ん
で
、
漸
く
其

ω面
目
金
一
新
す

る
に
至
っ
た
υ

最
も
早
〈
北
海
道
に
渡
米
し
た
近
江
市
間
人
は
変
知
郡
仰
川
出
身
の
建
部
七
郎
右
衛
門
及
び
団
付
新
助
で
ゐ
っ

た
U

建
部
は
既
に
天
正
十
六
年
に
疏
楽
郁
子

ω
行
商
人
己
な
っ
て
松
前
に
渡
来
し
・
後
雄
々
往
復
し
て
倍
前
の
紋

況
を
親
祭
し
、
途
に
小
消
敦
州
民
に
於

τ
E舶
を
遮
・
り
一
、
敦
賀
よ
b
米
味
噌
英
の
他
諸
口
聞
を
松
前
に
総
再
臨
し
た
U

回

付
新
助
も
松
前
仁
往
復
し
て
、
商
本
R
A
ぴ
漁
業
に
従
事
し
・
松
前
に
数
多
の
漁
場
を
閃
い
た
ら
共
的
後
之
に
倣
つ

τ柳
川
・
薩
摩
u
A
び
八
幡
よ
り
北
海
道
へ
渡
来
す
る
者
多
〈
、
業
の
多
数
は
夫
れ

1t町
、
、
町
、
成
功
し
て
豪
雨
ご
な
っ

た
。
而
し
て
北
海
道
に
於
げ
る
近
江
商
人
は
、
之
を
問
機
町
人
正
鴻
し

τ務
主
よ
b
特
別
の
待
渇
を
受
り
た
。
雨

北海誼車 ]23-8頁1) 



演
町
人
の
こ
古
に
就

νて
は
「
東
遊
記
」
に
次
的
知
〈
出
て
居
る
。

『
刷
協
町
人
と
拙

t
る
も
の
あ
明
、
此
制
世
帯
る
に
、
元
京
此
地
曜
物
押
印
山
心
地
な
n
リ
と
雌
も
、
は
じ
め
は
今
白
如
〈
諦
幽
へ
九
げ
る
ま
ら
ず
、
漁
搬

を
諜
と
す
る
も
の
、
も
と
V
れ
を
櫨

4
る
者
な
か
り
け
る
に
、
陀
州
入
幡
、
岬
川
A
川
人
、
此
地
を
且
立
て
府

E
山
し
、
米
、
時
噌
開
式
ψ

仕
送
り

け
る
よ
り
、
出
迎
稼
ぎ
年
同
に
つ
白
り
、
藤
ぎ
方
も
混
担
a
H
V

ろ
ま
り
け
る
よ
り
、
同
消
町
人
企
申
、
制
主
目
泊
り
を
ゆ
る
き
れ
、
外
町
人
上
り
草
ん

2
 

ず
る
こ
と
に
な
り
し
と
ぞ
』
。

雨
泊
町
人
は
総
べ
て
則
憾
的
に
即
も
雨
被
組
ピ

L
τ
活
動

L
た
の
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
松
前
侯
よ
h
御
用
金
M
Z

仰
付
り
ら
れ
る
場
合
に
は
、
質
勝
十
二
年
の
仰
に
於

τは
其
の
金
額
千
雨
を
雨
演
組
へ
仰
付
り
、
其
の
千
雨
は
雨

被
組
仁
一
嵐

L
h
H
近
江
商
人
が
之
を
其
ω
n
T
限
に
隊
じ
て
負
指
し
た
の
で
あ
っ
て
、
雨
演
組
が
松
前
俣
の
御
用
金
を

如
何
仁
多
〈
引
受
け
た
か
は
、
雨
演
組
に
魁
し
た
近
江
商
人
の
一
員
た
る
西
川
家
に
今
日
前
渡
っ
て
居
る
文
書
却

も
「
雨
演
組
中
よ
り
御
用
金
滞
高
書
」
「
よ
っ
て
之
を
知
る
ニ
バ
が
出
来
品
。
叉
北
海
道
の
産
物
た
る
俵
物
e
F
長
崎

港
へ
販
寅
す
る
に
就
い
て
も
、
主
ご
し
て
雨
演
組
炉
開
係
し
た
。
兎
に
角
稲
山
城
下
並
に
江
差
城
下
に
大
な
る
底

鋪
及
び
倉
維
を
有
し
た
者
は
殆
ん
ど
延
江
商
人
で
あ
っ
て
、
天
明
六
年
佐
藤
玄
六
郎
よ
h
提
出
し
た
「
他
閥
よ
り

惚
越
蝦
夷
地
交
易
仕
候
名
前
寄
付
」
中
に
出
て
居
る
ご
こ
ろ
の
北
海
道
に
於
け
る
宮
家
十
七
名
の
内
、
近
江
商
人

は
質
に
十
一
名
を
占
め
て
居
品
。
倫
近
江
南
人
が
如
何
に
多
〈
北
海
道
に
於
て
活
眼

L
た
か
は
、
左
の
記
事
に
よ

っ
て
も
之
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
o

『
松
前
町
並
倒
的
江
崎
村
に
て
防
耐
仕
候
も
の
、
地
山
者
官
て
鉱
之
、
大
形
近
江
闘
、
若
州
、
能
州
、
加
州
山
者
、
家
を
借
り
役
金
量
山

L
肉
質
致

す
山
』
。W! 

手U

山，、
ブι

む
虻
肉
入
山
前
略
に
つ
い
て

都
二
十
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E
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ー吃

施

じ
っ

匙
江
南
入
山
抗
躍
に
円
J

U

て

第
二
十
入
寄

八
じ

O

第
六
抗

s
 

『
拙
下
山
向
車
人
と
い
」
は
、
皆
他
国
の
も
の
に
し
て
、
白
州
大
出
、
八
幡
、
際
陸
村
詳
の
も
の
多
(
、
加
到
、
抽
致
、
山
羽
海
挫
の
も
の
品
目

L
』。

3
 

札
事
者
詰
)
は
嗣
植
田
町
人
山
件
北
近
江
の
者
先
〈
仙
を
出
し
、
漁
珊
瑚
山
引
話
。
、
蝦
市
内
地
の
交
易
な

E
引
受
件
る
』
。

『
常
時
(
天
明
年
間

之
を
要
す
る
仁
近
江
商
人
は
日
用
品
的
快
乏
せ
る
給
酬
に
、
穂
々
の
物
品
を
移
入
し
て
其
の
供
給
令
豊
富
な
ら

し
め
、
又
校
前
の
逓
物
を
各
地
に
移
山
し
て
、
共
的
販
路
を
繍
張
し
た
。
而
し
て
か
〈
の
如
〈
商
業

t
に
近
江
商

人
が
活
動

L
得
た
の
は
、
彼
等
が
蔚
〈
各
地
に
商
業
を
替
ん
で
各
地

ω
欣
況
に
通
止
ぜ
る
の
み
な
ら
守
、
英
の
主
な

る
者
は
船
舶
を
所
有
し

τu
運
輸
己
商
業
子
伊
】
粂
ね
た
た
め
で
あ
る
o

什
同
時
近
江
商
人
が

E
舶
を
有
し
℃
居
七
一
一

ご
は
、
今
日
向
残
存
し
て
居
る
ご
こ
乃
的
、
柳
川
及
び
入
怖
の
氏
一
川
へ
献
上

L
K
近
江
商
人
的
一
柳
川
傾
仁
ょ
っ
吋

之
を
知

A
こ
ど
が
出
来
る
。
倫
松
前

ω漁
業
は
其
の
初
め
は
甚
に
幼
稚
で
あ
っ
た
が
、
党
(
の
場
所
請
負
人
己
な
っ

た
後
に
於

τは
、
近
江
商
人
は
資
本
を
投
じ
て
新
に
漁
場
を
開
ミ
¥
漁
泌
を
改
良
し
、
窮
乏
せ
る
漁
氏
に
は
日
用

品
を
貸
し
、
共
の
漁
獲
円
川
を
以
て
之
を
償
は
し
め
て
、
大
に
漁
業

ω張
遣
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ

τ明
で
ゐ
る
如
〈
、
逗
江
商
人
は
北
海
道
に
於

τは
或
は
商
業
に
、
或
は
航
海
業
に
、
或
は
叉
漁

業
に
活
躍
し
た
の
で
ゐ
っ
て
、
松
前
山
山
商
継
及
び
金
叫
舶
は
殆
人
ど
近
江
商
人
の
掌
握
す
る
所
ざ
な
っ
た
の
で
あ

る
o
従
っ
て
叉
吾
々
は
、
近
江
市
同
人
が
北
海
道

ω経
済
的
問
畿
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
ご
い
ふ
e

}

ご
を
忘
れ
T
は

な
ら
ぬ
Q

五

近
江
市
人
ご
金
融

以
上
辿
ぺ
し
知
〈
、
近
江
商
人
は
或
は
商
業
上
に
、
或
は
工
業
上
に
、

戒
は
叉
北
海
道
関
畿
上
に
活
躍
し
た
た

松自'J出目先iil!
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め
-
彼
等
は
芯
〈
官
有
吉
な
っ
た
ロ
共
の
結
果
正

L
て
近
江
世
間
人
は
、
山
川
4
M
2
4

同
う
し
て
盛
ん
ご
な
っ
た
金
融
業
務

上
に
も
、
大
に
活
躍
す
る
に
至
っ
た
。

徳
川
の
中
川
割
以
後
金
融
川
ゆ
る
絞
憐
現
象
が
盛
ん
に
現
は
れ
る
に
至
っ
た
が
、
共
的
資
金

ω
需
要
は
生
滞
消
費

ω

雨
万
而
が
ら
生
じ
た
。
却
も
商
工
業
什
一
物
処
い
い
従
つ
FL
其
的
営
業
内
規
模
大
正
な
っ
た
た
め
、
他
人
の
資
金
を
運

用
す
る
こ
え
か
盛
九
己
な
っ
た
c

弦
に
於
て
資
金
を
多
〈
所
有
し
た
ご
こ
ろ
の
氾
江
商
人
一
炉
、
商
工
業
方
両
に
共

の
資
金
十
融
泌
し
た
こ
ご
は
巾
す
迄
も
な
い
。
印
ち
近
江
尚
人
は
生
産
資
金
を
諸
方
面
に
供
給
し
た
の
で
あ
る
。

生
雌
資
金
的
結
要
り
山
叫
ん
に
な
h
L
ご
同
附
「
い
b

治
史
資
金
的
船
一
山
袈
も
此
叫
ん
じ
な
っ
た
。
抑
も
口
僻
経
憐

ω
背

及
に
よ
っ
て
打
般
を
受
付
[
者
は
、
的
も
土
地
経
済
に
其
の
生
活

ω脱
線
を
置
き
し
者
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
貨
幣

経
憐
の
普
及
す
る
に
至
っ
た
徳
川
山
中
頃
以
後
に
於
工
、
生
活
凶
維
を
京
市
し
た
者
は
、
徳
川
幕
府
hz
始
ご
し
て
、

諸
大
名
、
武
士
及
び
農
民
で
ゐ
る
。
幕
府
及
び
諸
大
名
は
柿
々
の
方
策
に
よ
り
rL
其
の
財
政
問
雛
を
救
は
ん
ご
し

た
り
で
ゐ
る
が
、
其
の
一
策
正
し
て
宮
市
阿
よ
h
借
財
す
る
こ
ご
が
行
は
れ
た
。
究
に
‘
一
方
に
於
て
生
活
は
向
上

し
、
他
方
に
於
て
其

ω
牧
入
山
一
減
少
し
た
武
士
階
級
も
亦
、
共
内
生
活
を
支
持
す
る
た
め
、
借
金
生
活
を
せ
・
3
る

を
得
ざ
る
に
至
っ
た
。
卸
も
彼
等
は
札
差
、
御
用
商
人
等
よ
り
借
金
し
て
辛
(
も
誌
の
生
活
を
支
持
!
得
た
山
で

ゐ
る
o

最
徐
に
、
土
地
を
以
て
共
の
生
活
内
全
部
正
な
す
己
こ
ろ

ω農
民
も
、
北
(
の
生
活
向
上
並
に
創
刊
ヰ
よ
り
の

苛
欽
諒
求
に
よ
っ
て
、
到
底
農
業
よ
与
の
牧
入
の
み
で
は
共
的
生
活
を
支
持
し
得
な
い
司
】
ご
に
な
内
た
。
か
〈
の

如
〈
し
て
貨
常
経
済
り
畿
通
に
随
伴
し
て
、
消
技
資
金
の
需
要
が
盛
ん
ご
な
っ
て
来
た

ωで
あ
る
が
、
北
(
の
資
金

の
供
給
ぷ
近
江
商
人
が
大
に
活
躍
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

詑

第
二
十
八
巻

#b /、
都

じ

J、
ヒ

苑

延
江
尚
人
自
活
躍
に
古
い
て

+:Jl市l~:r 前J日書 2<r54n
同よ 55-871'(
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設

第
二
十
λ
谷

イニ

路
大
統

J、
一七

耳証

近
江
尚
人
目
的
雌
に
ワ
い
て

元
秘
前
後
五
六
十
年
間
に
大
名
貸
其

ω他
に
よ
っ

τ破
産
し
た
正
こ
ろ
の
京
都
の
商
人
の
-
』
芭
が

鍬
」
に
見
え
て
底
qO
が
、
此
山
大
名
貸
十
近
江
商
人
は
盛
ん
に
し
た
の
で
ゐ
っ
て
、
又
共
の
貸
倒
己
な
っ
た
も
の

も
多
hr
っ
た
殊
に
此

ω諸
大
名
へ
の
貸
金
り
内
、
明
治
六
年
三
月
内
太
政
官
布
告
に
よ
っ

τ、
天
保
十
四
年
前

の
分
は
.
全
部
公
偵
に
立

τな
い
こ
ど
即
も
帳
消
に
せ

ιれ
た
た
め
、
近
江
商
人
の
受
付
た
打
撃
は
董

L
少
〈
な

っ
た
。
今
日
向
も
天
保
十
四
年
前
の
日
附
の
あ
る
諸
大
名
の
借
用
説
書
は
、
近
江
商
人
の
家
に
於
1
散
見
す
る
所

で
あ
る
が
、
此
等
の
話
事
に
よ

b
て
も
近
江
市
間
人
が
如
何
に
多
(
諸
大
名
及
び
武
士
連
へ
貸
金
し
て
居
た
か
が
分

る
。
貨
に
近
江
は
我
闘
に
於
り
る
金
融
山
中
心
地
ご
な
っ
た
の
で
あ
っ

τ、
生
産
及
び
消
費
資
金
的
供
給
は
近

江
商
人
の
多
〈
掌
握
す
る
所
で
あ
っ
た
。
酔
師
同
近
江
が
我
国
仁
於
り
る
金
融
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
ピ
は
、
紀
州

候
山
「
紙
川
御
貸
附
京
都
出
張
御
用
所
」
が
八
幡
に
設
け
ら
れ
た
こ
ご
に
よ
っ
て
掛
川
明
せ
ら
れ
る
o

之
は
天
保
七
年

J

ハ
月
よ
h
天
保
十
三
年
迄
存
在
し
た
の
で
ゐ
っ
て
.
名
川
鉄
じ
類
す
る
貸
金
を
な
し
た
ω

即
ち
表
而
上
は
紀
州
伎

が
貸
主
ご
な
っ
た
が
、
質
際
的
貸
ま
は
近
江
市
川
人
で
ゐ
っ
て
、
紀
州
候
叫
之
仁
よ
っ
て
手
数
料
を
儲
け
、
近
江
商

人
は
之
に
よ
っ
て
共
の
貸
側
を
防
止
し
た
的
で
め
る
。
向
天
保
十
三
年
に
八
幡
が
天
飯
よ
り
山
地
州
側
に
盤
じ
た
的

も
、
官
一
一
然
り
多
い
入
幡
右
足
州
柑
摘
が
手
に
入
れ
ん
さ
し
た
努
力

ω結
川
本
で
あ
る
。
夏
に
幕
末
兵
庫
開
港
の
た
め
に

泰
西
に
必
在
し
た
コ
ン
ペ

-71
に
基
い
て
両
副
が
大
阪
に
設
立
さ
れ
た
が
、
其
の
商
枇
設
立
の
献
策
書
が
小
梨
上

野
介

ω一
主
唱
で
燦
肱
三
年
四
月
勘
定
奉
行
塚
原
但
馬
守
‘
同
小
川
市
上
野
介
・
同
服
部
筑
前
守
・
勘
定
奉
行
並
星
野

豊
後
守
の
四
名
迫
署
し
て
幕
府
へ
提
出
さ
れ
む
。
共
の
献
策
吉
山
中
仁
、
前
刷
に
加
入
す
べ
き
者
ピ

L
τ
近
江
的

豪
商
が
悲
げ
ら
れ
て
居
る
。

「
町
人
考
見

『
(
前
略
)
尤
廿
人
に
て
百
高
位
大
尉
之
如
〈
舵
都
共
杭
世
人
前
祉
頭
取
に
利
成
恨
事
故
五
世
内
は
平
山
叩
及
近
醐
之
内
に
は
加
。
候
川
市
之
就
中
東
固

三井高房町人考見銭(徳川時代前議首長吉節ー}

品開車文書、加紅京女書

勝安房闘幽槌~J((出舟全集第二審 6∞頁j

)

)
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近
江
之
ぷ
前
共
組
合
に
閥

L
可
申
候
間
百
高
閣
位
は
山
弗
可
申
と
半
右
候
(
以
下
略
す
)
』

之
に
よ
っ
て
も
近
江
に
宮
家
が
多
数
ぶ
在
し
た
-
}
ご
が
H
T
るの

最
後
に
明
治
新
政
府
も
初
出
其
的
財
政
的
窮
之
に
困
附
加
し
た
、
め
、
絡
に
其
の
則
政

ω
基
礎
を
確
立
せ
ん
芭
し

て
、
明
治
一
冗
年
正
月
廿
九
日
仁
三
阿
南
闘
の
合
計
御
基
立
金
ご
い
ふ
内
凶
偵
十
一
募
集
す
る
ニ
ピ
に
し
た
其
の
肱

募
者
に
は
天
下
の
岱
哀
が
血
中
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
業
内
内
に
近
江
商
人
が
合
ま
れ
た
こ
ご
は
勿
論
の
こ
ピ
で

あ
る
。
そ
れ
よ
り
前
阪
に
正
月
サ
一
日
に
金
穀
山
納
所
は
三
井
組
以
下
命
穀
御
用
の
商
人
を
召
[
て
京
畿
滴
官
家

出
都
内
姓
名
を
質
問
し
た
、
工
的
、
三
井
組
共
的
他
の
商
人
は
、
サ
二
日
仁
左
内
宮
家
名
簿
三
怖
を
奉
呈
し
た
。

一

、

京

都

#

紅

+

私

立

川

名

前

叫

叫

て

大

阪

荒

川

哨

名

削

書

附

拙

州

冊

一

、

江

刑

荒

哨

名

前

書

附

勢

州

珊

以
上
に
よ
っ

T
近
江
が
我
凶
じ
於
け
る
金
融
の
中
心
地
で
ゐ
っ
た
こ
ご
が
分
る

ω一
で
ゐ
つ
工
、
延
江
商
人
炉
設

国

ω金
融
上
に
占
め
た
地
位
の
如
何
に
軍
要
で
あ
っ
た
か
は
、
之
を
惣
像
す
る
に
雛
〈
な
い
。

而
し

τ近
江
の
土
地
が
金
融

ω中
心
地
な
っ
た
の
み
な
ら
守
、
各
地
に
あ
っ
た
質
及
び
岡
持
商

ω多
〈
が
又

近
江
市
阿
人
で
あ
っ
た
。
郎
も
江
戸
に
於
て
共

ω多
〈
が
返
江
市
川
人
で
あ
っ
た
こ
正
は
、
先
じ
引
い
た
「
世
事
見
閣

鍛
」
仁
川
見
え
て
居
h
・
徳
川
附
代
に
天
下
の
長
所
己
い
は
れ
、
或
は
又
我
国

ω宮
内
七
品
川
迄
も
集
中
し
て
居
た
己

い
ふ
大
阪
に
於
て
も
、
布
力
な
る
繭
替
商
は
近
江
世
間
人
で
あ
っ
た
。
卸
も
大
阪
山
富
山
入
倒
を
掌
握
し
た
ピ
い
ム

泌
池
は
近
江
出
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ

τ徳
川
時
代
の
中
頃
よ
り
明
治
の
初
年
に
瓦
つ

t
、
近
江
古
川
人
が
我
闘
の

金
機
を
左
右
し
た
こ
ピ
が
品
川
る
。

配

第
二
十

λ
容

七

第
六
部

近
江
前
人
の
柄
臨
に
つ
い
て

八七一-一

設

三井家奉公履歴 '3頁
タL桂草堂随筆(百家随司王第一 '06頁)
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説

苑

近
江
間
人
山
間
踊
に
つ
い
r
て

第
二
十
八
番

λ
七
四

第
六
批

b 
凹

.晶.，、

申告

正口
二一

-n

我
同
閥
的
経
済
は
肢
延
問
調
和
な
る
後
M
止
を
遂
げ
た
が
之
は
明
治
維
新
後
的
出
来
事
で
J

の
る
o

一
段
飢
凶
的
迷
夢

箆
む
る
や
、
上
下
成
っ
て
燦
然
記
る
泰
両
山
文
化
を
我
凶
仁
移
入
す
る
ニ
ご
に
汲
々
正
[
た
o

之
に
随
作
(
て
W
税

務
活
動
上
に
も
新
生
命
が
嶋
起
き
れ
、
阪
に
泰
西
に
於
て
後
生

L
t
尉
た
ご
こ
ろ
の
資
本
主
義
的
純
隣
組
織
に
進

展
す
る
こ
ピ
仁
な
っ
た
。
従
り
て
明
治
維
新
後
我
倒
的
経
済
が
児
円
前
な
俊
民
を
遂
げ
に
ご
い
そ
』
ピ
は
、
取
り
も

庇
h
J

中
資
本
十
十
一
義
的
に
俊
民
し
た
町
」
ご
を
ベ
叫
・
休
す
る
。

而
し
て
明
治
維
新
後
か
〈
り
如
〈
に
我
凶
内
総
泌
が
資
本
主
義
的
に
大
躍
進
す
る
一
て
己
が
山
来
た
じ
就
い
て

は
、
其
彪
に
北
(
山
り
一
院
進
に
謝
す
る
準
備
が
前
以
て
完
成
さ
れ
℃
居
た
時
一
向
で
あ
る
。
宜
な
る
故
υ

我
岡
山
純
隣
が
資

本
主
義
的
仁
溌
燥
す
る
に
至
る
準
備
川
代
、
削
も
前
資
本
主
義
附
作
れ
が
飢
仁
徳
川
の
中
頃
か
ら
後
生

1
T
加
わ
h
o

而
し
て
此
的
前
資
本
主
義
川
代
に
於
て
重
要
な
る
役
削
宇
田
川
山
J
Y
る
者
は
印
も
商
人
で
ゐ
る
む
換
一
一
目
す
れ
ば
此
の
時

代
は
刷
業
資
本
家
の
活
臨
時
代
で
ゐ
っ
て
、
古
川
人
が
総
べ
て
の
経
済
活
動
上
に
重
要
な
る
役
制
を
前
中
る
ο
我
闘

に
於
リ
る
前
資
本
主
義
時
代
印
も
徳
川
時
代
の
後
宇
矧
に
於
E
、
主
演
者
で
あ
っ
た
商
人
の
内
で
粛
き
を
な
し
た

者
は
印
ち
近
江
商
人
で
あ
る
。
近
一
札
商
人
が
前
資
本
主
義
時
代
に
於
て
如
何
に
活
躍

L
た
か
は
、
各
総
情
活
動
上

に
就
い
て
前
に
之
を
述
べ
し
が
如
〈
で
ゐ
っ
て
、
叉
近
江
市
問
人
以
此

ω時
代
に
最
も
活
闘
し
た
の
で
あ
る
o

か

(

叫
如
く
糊
察
す
れ
ば
‘
我
幽
山
り
岬
帆
鴫
仰
が
前
資
本
主
義
時
代
に
進
刷
出
1
る
に
就
い
て
、
叉
其
の
完
成
を
遂
げ
る
に
就

い
て
、
崎
潤
又
資
本
主
義
的
に
段
違
す
る
に
就
い
て
、
近
江
南
人
が
我
闘
の
経
済
の
後
展
上
に
一
民
献
す
る
所
極
め
て

大
で
あ
っ
た
ご
い
は
ね
ば
な
ら
心
。
従
っ
て
叉
日
本
絞
済
史
上
に
於

τ、
近
江
商
人

ω占
む
る
地
位
の
決
L
て
粒

秘
す
べ
か
ら

F
る
こ
正
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。


